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	32　[データベースへの接続]　
PHPからデータベースに接続できるようにしましょう ･･･154
PDO(PHP Data Object) 基底クラスのインスタンスを作成することにより、接続が確立されます。コンストラクタに渡す引数により、データソース (いわゆる DSN) の指定や (もしあれば、オプションで) ユーザー名およびパスワードの指定を行います。
・MySQL への接続　http://php.net/manual/ja/book.pdo.php
$dbh = new PDO('mysql:host=localhost;dbname=test', $user, $pass);
クラスPDOのインスタンス$dbhを作成してデータベースへの接続を確立。
接続時になんらかのエラーが発生した場合、PDOException オブジェクトがスローされます。エラー処理を行いたい場合はこの例外を キャッチします。

・PDO::setAttribute 　http://php.net/manual/ja/pdo.setattribute.php
$dbh->setAttribute(PDO::ATTR_ERRMODE, PDO::ERRMODE_EXCEPTION)
これはPDOの設定PDO::ATTR_ERRMODEにPDO::ERRMODE_EXCEPTIONを設定しています。
PDO::ATTR_ERRMODE: エラーレポート
PDO::ERRMODE_EXCEPTION: 例外 を投げる
スコープ定義演算子 :: クラスのプロパティやメソッドにアクセス
	

	33　[データベースのエラーを確認]　
データベースのエラーをチェックできるようにしましょう ･･･158
try {通常処理} catch {例外処理}

・接続エラーの処理　http://php.net/manual/ja/pdo.connections.php
<?php
try {
    $dbh = new PDO('mysql:host=localhost;dbname=test', $user, $pass);
    foreach($dbh->query('SELECT * from FOO') as $row) {
        print_r($row);
    }
    $dbh = null;
} catch (PDOException $e) {
    print "エラー!: " . $e->getMessage() . "<br/>";
    die();
}
?>
アロー演算子 -> インスタンスのプロパティやメソッドにアクセス
	

	34　[SQL文の実行]　
データベースの操作の基本を理解しておきましょう ･･･163
1 SQL文の準備　$sql = “SELECT * FROM recipes”;
2 SQL文の実行  $stmt = $dbh->query($sql);
3 SQL文の結果の取り出し
$result = $stmt->fetchAll(PDO::FECH_ASSOC);

PDO::FETCH_ASSOC (integer)
結果セットの対応するカラム名にふられているものと同じキーを付けた 連想配列として各行を返す取得方法を指定します。 もし結果セットが複数のカラムを同名で含む場合、 PDO::FETCH_ASSOC はカラム名毎に 1 つの値のみ返します。




	

	35　[表の作成]　
登録したレシピを一覧で表示できるようにしましょう ･･･166
　table をphpの中で作成
   echo “<table>\n”;
   echo “</table>\n”;


	

	36　[繰り返しの処置]　
繰り返しの処置を駆使してレシピを一覧表示しましょう ･･･170
Foreach　 http://php.net/manual/ja/control-structures.foreach.php
foreach は、配列を反復処理するための便利な方法です。 foreach が使えるのは配列とオブジェクトだけであり、 別のデータ型や初期化前の変数に対して使うとエラーになります。 この構造には二種類の構文があります。
・foreach (array_expression as $value)　
・foreach (array_expression as $key => $value)


	

	37　[詳細ページのURL]　
詳細ページを作成する準備をしましょう
[bookmark: _GoBack]テストページを作ってみる：test.php
 

	

	38　[型の変換]　
データベースとの接続用に値の型を変換しましょう
変数の詳しい情報の確認：var_dump
文字列から数値型への変換： &id=(int)$_GET[‘id’];
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